
「肝硬変・肝臓がん治療の最新情報」 

ウイルス排除後の肝がん発症 
 

講 師：武蔵野赤十字病院院長 泉並木先生 

日 時：令和２年２月２日(日) 午後 1時 30分～午後 4時 

会 場：小金井市前原暫定集会施設 

定 員：54人(先着順) 入場無料・予約不要 

 

 私たち肝炎患者は、今三つのことが気がかりです。一つ目は、肝硬変は治

せるようになるのだろうか。二つ目は、肝がんの再発を防ぐことはできない

のか。三つ目は、Ｂ型肝炎ウイルスを排除できる薬は本当にできるのか。 

ウイルス肝炎の治療薬は、最終ゴールに近づいていますが、まだまだ多く

の人が上のような不安を持っています。現実に、ウイルスが消えたのに肝が

んのできた人が少なからずいることがわかっています。 

泉先生のお話を聞いて、肝炎の患者あるいは元患者として前向きに対峙で

きるようにしたいと思います。ウイルスが消えたと油断して病院から遠ざか

るなどは、今までの治療を無駄にするようなものです。多くの方に、ぜひ参

加されるようお勧めします。 
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日本肝臓学会評議員  

日本消化器内視鏡学会評議員  

厚生労働省肝炎戦略会議委員  

2003年 三越医学財団研究奨励賞 

2013年 日本肝臓学会賞（織田賞）  

2014年 第50回日本肝臓学会総会会長 

2016年 第52回日本肝癌研究会会長 

 

主催 小金井地区肝友会 

事務局 〒184-0011 小金井市東町 1‐15‐5（井川方） 

☎／fax 042‐383‐2060 


